
代表 副代表 総務部⾧

       進行手順                      活動内容報告

１）湖北の治水を学ぶべく村居先生の先導で西野水道に行った。 北近江文化学科４６期生後期選択講座の

  先ず、１７０年前に手掘りされた水道を琵琶湖まで通り抜 一環として実施された村居利美先生による

  けた（所々で先生から水道作成の経緯等の説明が有った） 校外学習「琵琶湖の内湖・湖北の治水」に

事務局と共に引率者としてサポートの会

２）その後、早崎内湖に行き２０１７年より再生された早崎 ３名が参加し、北近江文化学科４６期の

  内湖を見学し、早崎内湖の生い立ち及び役割り等の説明 学生のサポートを行った。

  を受けた。

閉所恐怖症の方もおられ新しく造られた第２水道と通り抜けた）

・事務局 ２名

・サポートの会 ３名

・北近江文化学科４６期生 １名

       印

  ４４期北近江文化学科    ・清水 秀基（ 記 ）    ・清水  秀基 （ 記  )  

    

その他 出来ました。（西野水道に於いては、学生１６名は旧水道を通り抜け見学したが他の学生３名に付いては

出席者

・北近江文化学科４６期生 １９名

・村居 利美先生

（合計 ２５名）

欠席者

（合計 １名）

※活動内容報告、出席者、欠席者を全て記入できな
い場合は、別紙添付してください。

記 入

責任者

当日の気温も高く熱中症が危ぶまれる中、事故・病気・怪我もなく全員無事校外学習を終了する事が

具体的内容 地域学 ：琵琶湖の内湖（早崎内湖）、湖北の治水（西野水道）を実際に見学し知識を深める。

対 象 者 北近江文化学科４６期生 ２０名 （出席者１９名）

用意したもの

⾧ぐつ、帽子またはヘルメット、懐中電灯（これら３つは必須）

タオル、手袋、筆記用具、飲み物、雨具等

実施内容

日 時 令和7年（２０２５年）７月８日（火） １３：００～１５：００

場 所

（施設）
早崎内湖（⾧浜市早崎）、西野水道（⾧浜市高月町西野）

指 導 者 村居 利美 先生

 彦根キャンパスサポートの会

活動内容報告書
北近江文化学科部会

内     容

活 動 校外学習（琵琶湖の内湖・湖北の治水）について



代表 副代表 総務部⾧

   【早崎内湖】

琵琶湖固有の動植物にとって重要な場所ですが

干拓や埋め立てなどで次々と消失した、しかし

生物多様性の低下などの様々影響が現れてきた

ため平成２９年（２０１７年）から内湖化工事が

行なわれ再度内湖が再生された。

  

  【西野水道】

今から１７０年前にたびたび洪水に見舞われていた西野地区を守るため、西山の麓に琵琶湖に向かって貫かれた

高さ約２m、幅約１.５ｍ、⾧さ約２５０ｍの排水用の岩穴。

能登・伊勢から石工を招き６年の歳月と１２７５両をかけノミだけで掘り抜かれた手掘りの岩穴。

    

            ●北近江文化学科46期生校外学習「早崎内湖・西野水道」校外学習「早崎内湖・西野水道」

    ●撮影日：令和７年(２０２５年)７月７日２５年）７月７日    

               ●撮影者 : サポートの会     

場 所

（施設）
早崎内湖（⾧浜市早崎）、西野水道（⾧浜市高月町西野）

内     容

活 動 校外学習（琵琶湖の内湖・湖北の治水）について

日 時 令和7年（２０２５年）７月７日（火） １３：００～１５：００

活動内容報告書
北近江文化学科部会

 彦根キャンパスサポートの会


